
□５４□出光興産

木
く
ず
か
ら
プ
ラ
原
料
効
率
回
収

リ
グ
ニ
ン
を
低

分
子
化
さ
せ

て
、水
に
溶
け

た
状
態

出
光

興
産
提
供

　
植
物
由
来
の
バ
イ
オ
マ
ス
の

主
成
分
の
リ
グ
ニ
ン
。
再
生
可

能
な
芳
香
族
成
分
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。
出
光
興
産
は
北
海
道

大
学
と
共
同
で
、
木
く
ず
な
ど

の
主
成
分
「
リ
グ
ニ
ン
」
か

ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原
料
と

な
る
「
フ
ェ
ノ
ー
ル
」
を
回
収

す
る
実
用
化
研
究
に
取
り
組

む
。
共
同
研
究
に
着
手
し
て
５

年
。
順
調
に
成
果
を
上
げ
て
お

り
、
実
用
化
の
め
ど
を
２
０
１

８
年
に
見
据
え
る
。

　
リ
グ
ニ
ン
か
ら
フ
ェ
ノ
ー
ル

を
回
収
し
て
製
造
す
る
技
術

は
、
北
大
大
学
院
工
学
研
究
院

の
増
田
隆
夫
教
授
が
開
発
し

た
。
製
造
プ
ロ
セ
ス
は
リ
グ
ニ

ン
か
ら
２
段
階
の
工
程
で
作

る
。
ま
ず
リ
グ
ニ
ン
を
触
媒
を

使
っ
て
加
水
分
解
す
る
こ
と

で
、
低
分
子
化
さ
せ
て
水
に
溶

け
る
よ
う
に
す
る
。
次
に
リ
グ

ニ
ン
溶
液
を
、
酸
化
鉄
触
媒
を

用
い
て
再
分
解
し
て
フ
ェ
ノ
ー

ル
を
製
造
す
る
。

　
だ
が
、
複
雑
な
化
学
構
造
を

持
つ
リ
グ
ニ
ン
は
、
分
子
が
大

き
く
、
分
解
は
困
難
と
さ
れ
る

ア
ル
キ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
重
縮

合
体
。
現
状
で
は
ほ
と
ん
ど
直

接
燃
焼
さ
れ
る
か
、
工
業
的
な

利
用
に
限
ら
れ

て
い
る
。
構
成

単
位
ま
で
分
解

で
き
れ
ば
、
フ

ェ
ノ
ー
ル
類
の

供
給
源
に
な
る

と
い
う
。現
在
、

出
光
は
プ
ロ
セ

ス
の
１
段
目

を
、北
大
が
２
段
目
と
、１
、２

段
目
の
反
応
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研

究
を
担
う
。
ま
た
産
業
技
術
総

合
研
究
所
が
リ
グ
ニ
ン
の
構
造

解
析
を
担
当
し
て
い
る
。

　
リ
グ
ニ
ン
か
ら
フ
ェ
ノ
ー
ル

類
の
理
論
的
な
回
収
率

リ
グ

ニ
ン
の
構
造
を
仮
定
し
て
計

算

は
約

％
と
さ
れ
て
い

る
。
出
光
興
産
先
進
技
術
研
究

所
の
福
永
哲
也
主
任
研
究
員
は

「
研
究
成
果
で
は
１
段
目
の
フ

ェ
ノ
ー
ル
類
の
回
収
率
は
理
論

値
に
近
い

％
を
達
成
し
た
。

ま
た
、
２
段
目
の
再
分
解
に
よ

っ
て

％
を
回
収
し
た
」
と
い

う
。

　
原
料
の
多
様
化
時
代
を
迎

え
、
研
究
の
テ
ー
マ
も
広
が
り

を
み
せ
る
中
、
「
研
究
の
実
用

化
の
条
件
は
石
油
原
料
系
並
み

の
価
格
か
、
そ
れ
以
下
に
下
げ

る
こ
と
」

福
永
主
任
研
究

員

だ
。
ち
な
み
に
フ
ェ
ノ
ー

ル
の
価
格
相
場
は
１

当
た

り
１
５
０
円
程
度
で
あ
る
。
　

　
も
と
も
と
、
リ
グ
ニ
ン
は
溶

液
中
の
重
質
成
分
が
気
化
さ
れ

ず
、
触
媒
上
で
コ
ー
ク
に
な
っ

た
り
、
残
渣
な
ど
の
固
形
物
が

ざ
ん
さ

析
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
課
題

だ
っ
た
。
昨
年
、
２
段
目
の
反

応
条
件
を
、
従
来
の
常
圧
か
ら

高
圧
の
過
熱
水
蒸
気
下
で
進
め

て
、
固
形
物
の
発
生
を
抑
制
す

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
研
究
は

年
ひ
と

区
切
り
の
長
丁
場
。
同
社
の
三

根
利
博
研
究
業
務
課
長
は
「
事

業
の
採
算
性
は
ま
だ
読
め
な

い
」
と
い
う
。
そ
れ
で
も
「
１

年
ご
と
に
研
究
の
進
捗
状
況
や

成
果
な
ど
の
検
証
を
行
い
な
が

ら
、
出
口
を
見
据
え
た
研
究
を

続
け
る
」
と
意
気
込
み
を
語

る
。

　
今
後
は
、
触
媒
の
改
良
や
反

応
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
析
を
進

め
、
事
業
化
へ
の
道
を
探
る
。

た
だ
、
今
回
の
研
究
で
は
、
フ

ェ
ノ
ー
ル
類
の
中
で
フ
ェ
ノ
ー

ル
自
体
は
３
―
４
％
程
度
に
す

ぎ
な
い
。
残
り
の
フ
ェ
ノ
ー
ル

類
を
ど
の
よ
う
に
し
て
純
粋
な

フ
ェ
ノ
ー
ル
に
す
る
か
、
さ
ら

に
高
み
を
目
指
す
。

編
集
委
員
・
天
野
伸
一

キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
決
ま
る

岩
間
さ
ん
（
名
城
大
院
）
ら
大
賞

中
部
地
区

牧
さ
ん
（
中
京
大
）
ら
特
別
賞
中
経
連
会
長
賞

ユ
ニ
オ
ン
ツ
ー
ル

Ｍ
Ｓ
Ｔ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

グ
ー
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン

田
倉
工
具
製
作
所

丸
一
切
削
工
具

イ
ス
カ
ル
ジ
ャ
パ
ン

　
グ
ー
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
の

高
能
率
・
高
精
度
加
工
用

「
不
等
リ
ー
ド
エ
ン
ド
ミ

ル
」
は
難
削
材
加
工
や
高
能

率
加
工
分
野
で
用
い
ら
れ
、

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
１
月
か
ら
日
本
・

ア
ジ
ア
市
場
の
拡
大
を
目
指

し
、
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
タ
ッ
プ
」
の

新
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
投
入
し

た
。
同
シ
リ
ー
ズ
は
高
級
バ

ナ
ジ
ウ
ム
系
ハ
イ
ス
を
自
社

開
発
の
高
精
度
研
削
機
、
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
設
備
に
よ
り
生

産
規
模
を
大
幅
に
拡
大
し
、

高
品
質
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

価
格
帯
で
の
供
給
を
目
的
と

し
て
い
る
。
種
類
は

汎
用

ス
テ
ン
レ
ス
用

転
造
用

と
し
て

品
番
・
４
０
２
ア

イ
テ
ム
を
取
り
そ
ろ
え
て
い

る
。
グ
ー
リ
ン
グ
は
１
９
８

１
年
に
タ
ッ
プ
の
製
造
を
開

始
し
、
す
で
に
ド
イ
ツ
国
内

で
は
高
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ

ア
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

ど
新
し
い
Ｊ
Ｉ
Ｓ
タ
ッ
プ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
投
入
は
拡
大
し

て
い
る
ア
ジ
ア
市
場
を
見
据

え
た
も
の
で
あ
る
。

　
田
倉
工
具
製
作
所
は
ツ
ー

リ
ン
グ
専
業
メ
ー
カ
ー
と
し

て
、
信
頼
で
き
る
商
品
づ
く

り
に
努
め
て
い
る
。
テ
ス
ト

バ
ー
、ラ
イ
ン
バ
ー
、高
精
度

ス
ピ
ン
ド
ル
な
ど
の
精
密
研

磨
や
特
殊
セ
ン
タ
ー
、
大
型

セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
あ
ら
ゆ

る
テ
ー
パ
ー
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

品
を
製
作
し
て
い
る
。
フ
ラ

ン
ジ
付
き
セ
ン
タ
ー
や
ボ
ー

リ
ン
グ
バ
ー
な
ど
標
準
品
に

限
ら
ず
特
殊
ツ
ー
リ
ン
グ
の

製
造
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　
「
イ
ン
パ
ン
デ
ィ
ン
グ
カ

ッ
タ
ー
ア
ー
バ
ー
」
は
、
ロ

ン
グ
セ
ラ
ー
の
精
密
保
持
工

具
。
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
カ
ッ
タ

ー
の
取
り
付
け
・
取
り
外
し

が
で
き
る
。
締
め
付
け
ナ
ッ

ト
が
な
い
た
め
、
底
面
に
も

側
面
加
工
が
可
能
。
一
本
の

ホ
ル
ダ
ー
で
キ
ー
シ
ー
ド
・

Ｔ
ス
ロ
ッ
ト
・
ア
リ
溝
加
工

を
は
じ
め
多
種
多
様
な
加
工

が
で
き
、
作
業
能
率
の
改
善

や
コ
ス
ト
削
減
に
寄
与
す

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

申
し
込
み
で
製
品
カ
タ
ロ
グ

を
無
料
配
布
し
て
い
る
。

　
超
硬
合
金
製
の
金
型
や
治

工
具
を
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
直
彫
り
し
た
い
。
ユ
ニ

オ
ン
ツ
ー
ル
は
、
こ
う
し
た

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
超

硬
合
金
を
高
能
率
・
高
精
度

で
切
削
加
工
で
き
る
Ｕ
Ｄ
Ｃ

シ
リ
ー
ズ
に
ネ
ジ
切
り
工
具

「
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
」
を
発
売
し

た
。

　
Ｕ
Ｄ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
は
超

高
性
能
特
殊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

皮
膜
を
施
す
こ
と
で
、
硬
度

と
靭
性
、
密
着
力
を
最
大
限

じ
ん
せ
い

に
高
め
、
長
寿
命
で
安
定
し

た
超
硬
合
金
の
直
彫
り
加
工

を
可
能
と
し
た
。
ネ
ジ
切
り

の
下
穴
加
工
に
も
活
用
で
き

る
ド
リ
ル
「
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｍ
Ｘ
」

も
増
設
。
食
い
つ
き
と
直
進

性
を
高
め
た
シ
ン
ニ
ン
グ
形

状
を
採
用
し
、
切
り
く
ず
排

出
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
極
限

ま
で
軸
剛
性
を
高
め
た
。

　
Ｕ
Ｄ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
に
よ

り
、
日
本
の
製
造
業
界
に
好

影
響
を
与
え
ら
れ
る
と
考
え

て
い
る
。
定
価
は
１
万
８
０

０
０
―
４
万
７
５
０
０
円
。

　
丸
一
切
削
工
具
は
ド
リ

ル
、
エ
ン
ド
ミ
ル
、
カ
ッ
タ

ー
な
ど
を
得
意
と
す
る
工
具

専
門
商
社
。
メ
ー
カ
ー
か
ら

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
ま
で
流
通

経
路
の
無
駄
を
徹
底
的
に
省

き
、
メ
ー
カ
ー
・
ユ
ー
ザ
ー

双
方
に
役
立
つ
商
社
と
し
て

幅
広
く
活
躍
す
る
。
Ｃ
Ｈ
Ａ

Ｎ
Ｇ
Ｅ

変
革

・
Ｃ
Ｈ
Ａ

Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ

挑
戦

・

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

チ
ャ
ン

ス

そ
し
て
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

ス
ピ
ー
ド

の
「
３
Ｃ
＋

１
Ｓ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
社

会
的
最
適
シ
ス
テ
ム
を
創
造

す
る
。

　
昨
年
よ
り
販
売
を
は
じ
め

た
油
圧
部
品
用
の
シ
ー
ト
面

カ
ッ
タ
ー
は
チ
ッ
プ
交
換
方

式
を
採
用
し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
低
減
が
可
能
。
従

来
の
Ｐ
Ｆ
ネ
ジ
用
に
Ｍ
ネ
ジ

用
、
ヘ
リ
カ
ル
加
工
用
も
追

加
し
、
合
計

種
の
豊
富
な

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と
な
っ
て
い

る
。
超
硬
と
サ
ー
メ
ッ
ト
チ

ッ
プ
で
幅
広
い
材
質
に
対
応

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
イ
ス
カ
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
ヘ

ッ
ド
交
換
式
エ
ン
ド
ミ
ル

マ
ル
チ
マ
ス
タ
ー
が
好
評

だ
。
ボ
ー
ル
、ス
ク
エ
ア
、面

取
り
、
ス
リ
ッ
タ
ー
な
ど
多

様
な
ヘ
ッ
ド
タ
イ
プ
を
１
本

の
ホ
ル
ダ
ー
で
使
用
で
き

る
。
精
密
な
研
削
ネ
ジ
部
と

テ
ー
パ
ー
部
と
端
面
と
で
強

固
に
二
面
拘
束
す
る
「
ね
じ

込
み
締
結
方
式
を
採
用
。簡

単
・
迅
速
な
ヘ
ッ
ド
交
換
に

よ
る
機
械
稼
働
率
向
上
で
加

工
コ
ス
ト
を
大
幅
削
減
す

る
。優
れ
た
加
工
性
能
、高
効

率
・
利
便
性
で
超
硬
ソ
リ
ッ

ド
エ
ン
ド
ミ
ル
と
ス
ロ
ー
ア

ウ
エ
ー
工
具
両
方
の
利
点
を

兼
ね
備
え
た
。
ヘ
ッ
ド
形
状

は
多
種
多
様
。
独
自
の
研
削

シ
ャ
ー
プ
切
れ
刃
タ
イ
プ
を

は
じ
め
、
ユ
ニ
ー
ク
な
金
型

成
形
タ
イ
プ
を
そ
ろ
え
て
い

る
。
シ
ャ
ン
ク
形
状
は
ス
ト

レ
ー
ト
と
テ
ー
パ
ー
タ
イ
プ

が
あ
り
材
質
も
一
般
加
工
用

鋼
、
振
動
吸
収
型
タ
ン
グ
ス

テ
ン
、
突
き
出
し
時
も
高
精

度
な
超
硬
合
金
な
ど
幅
広
く

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｓ
Ｔ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
交
換
式
工
具
用
ア
ー
バ

「
レ
ッ
ド
ス
ク
リ
ュ
ー
ア
ー

バ
」
は
交
換
式
工
具
の
性
能

を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
高

能
率
に
加
工
が
で
き
る
超
硬

一
体
型
。
超
硬
合
金
の
特
性

高
い
ヤ
ン
グ
率

を
生
か

し
た
高
剛
性
設
計
で
、
重
切

削
加
工
や
工
具
の
突
き
出
し

が
長
く
な
る
立
ち
壁
加
工
に

お
い
て
も
、
た
わ
み
が
少
な

く
ビ
ビ
リ
の
な
い
安
定
し
た

加
工
を
実
現
す
る
。

　
一
般
的
な
ホ
ル
ダ
ー
と
ス

チ
ー
ル
製
ア
ー
バ
の
組
み
合

わ
せ
に
比
べ
、
圧
倒
的
な
切

削
性
能
を
発
揮
す
る
。
ま
た

業
界
で
広
く
普
及
し
て
い
る

切
削
工
具
メ
ー
カ
ー
各
社
の

交
換
式
工
具
が
取
り
付
け
で

き
る
。
使
用
で
き
る
工
具
径

は
直
径

Ｍ
８

か

ら
同

Ｍ

、
加

工
有
効
長
は

―
１
２
５

ご
と

で
、

合
計
１
０
８
種
類
の
豊
富
な

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
全
て
セ

ン
タ
ー
ス
ル
ー
に
対
応
し
て

い
る
。

エンドミル・フライス工具有力企業の製品・技術〈順不同〉

牧さん

岩間さん

奥野さん

　
東
京
女
子
医
科
大
学
先
端
生
命
医
科
学
研

究
所
の
前
田
真
法
研
究
員
ら
は
、
細
胞
シ
ー

ト
を
食
道
に
移
植
す
る
内
視
鏡
手
術
を
効
率

化
で
き
る
専
用
器
具
を
開
発
し
、
実
用
化
し

た
。
内
視
鏡
の
先
端
に
取
り
付
け
た
バ
ル
ー

ン
の
表
面
で
細
胞
シ
ー
ト
を
保
持
し
、
バ
ル

ー
ン
を
膨
ら
ま
せ
て
目
的
部
位
に
移
植
す

る
。
主
要
部
品
を
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
作
製

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
国
内
で
２
例
の
手
術
に

活
用
し
、
移
植
の
作
業
時
間
を
半
分
に
短
縮

で
き
た
。
今
後
は
内
視
鏡
メ
ー
カ
ー
と
連
携

し
て
製
品
化
の
道
も
探
る
。

地
球
誕
生
時
に
水
大
量
内
包
コ
ア
に
多
く
の
水
素
存
在
東
工
大
な
ど

東京女子医大食
道
に
細
胞
シ
ー
ト
効
率
移
植
内
視
鏡
器
具
を
開
発

山中京大教授が賛同ｉＰＳ国際バンク構想

　　 ２０１４年 平成２６年 １月１７日 金曜日 　　 （ ）

　
【
名
古
屋
】
「
第

回
キ

ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ

ン
プ
リ

Ｃ
Ｖ
Ｇ

中
部
」

の
大
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、

名
城
大
学
大
学
院
・
岩
間
芳

宏
さ
ん
ら
の
「
ペ
ン
ラ
イ
ト

型
デ
バ
イ
ス
を
用
い
た
カ
ラ

オ
ケ
の
仮
想
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
化
シ

ス
テ
ム
」
。
コ
ン
サ
ー
ト
で

使
わ
れ
る
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
模

し
た
デ
バ
イ
ス
を
振
る
と
、

カ
ラ
オ
ケ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
「
ヘ
イ
！
」
な
ど
の
か
け

声
が
再
生
さ
れ
る
。
少
人
数

で
も
楽
し
く
盛
り
上
が
れ
る

シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
カ
ラ
オ

ケ
店
に
販
売
す
る
。

　
特
別
賞
中
部
経
済
連
合
会

会
長
賞
を
受
賞
し
た
中
京
大

学
・
牧
絵
梨
香
さ
ん
ら
の

「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

Ｒ
Ｓ
―
伝
統
工
芸
事
業
所
と

訪
日
外
国
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
イ
ト
」
は
、
伝
統
工
芸
産

業
の
衰
退
化
の
問
題
に
着
眼

し
た
。
外
国
人
客
の
体
験
事

業
所
へ
の
予
約
代
行
や
交
通

手
段
情
報
の
提
供
、
通
訳
士

派
遣
な
ど
を
行
う
。

　
岩
間
さ
ん
ら
と
牧
さ
ん
ら

が
全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

表
彰
式
は

日
に
名
古
屋
市

中
村
区
の
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ

ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
で
。

　
そ
の
他
の
受
賞
テ
ー
マ
と

代
表
者
は
次
の
通
り
。

敬

称
略

　
▽
特
別
賞
中
部
経
済
産
業

局
長
賞

Ｆ
ｕ
ｎ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
＆
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｒ

ｙ
　

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ

ｓ

中
京
大
学
酒
井
桃
子

▽
同
名
古
屋
商
工
会
議
所
会

頭
賞

ス
マ
ー
ト
キ
ャ
パ

シ
タ
シ
ス
テ
ム

Ｓ
Ｃ
Ｓ

の
提
案

名
城
大
学
大
学
院

・
柳
智
大

▽
同
日
刊
工
業

新
聞
社
賞

ど
こ
で
も
Ｍ
Ｙ

傘
立
て
愛
知
淑
徳
大
学
貝

沼
友
規

▽
同
名
古
屋
産
業

人
ク
ラ
ブ
会
長
賞

ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
用
い
た
僻
地
向

け
モ
バ
イ
ル
ヘ
ル
ス
シ
ス
テ

ム

中
部
大
学
大
学
院

ピ

ン
ゾ
ン

ル
ー
ベ
ン

▽
奨

励
賞

友
人
と
将
来
の
目
標

を
共
有
し
、社
会
価
値
を
創

出
す
る
、フ
レ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス

北
陸
先
端
科
学
技
術
大

学
院
大
学
、薫
又
碩
▽
努
力

賞

高
齢
者
・
児
童
の
身
体

能
力
を
考
慮
し
た
次
世
代
型

防
災
マ
ッ
プ

名
古
屋
工
業

大
学
大
学
院
奥
原
俊
▽
同

学
生
と
企
業
の
芸
術
マ
ッ

チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

南
山
大

学
安
藤
弘
貴

意
義
深
い
衛
星
製
作

　
▽

２
月
に
打
ち
上
げ
る

超
小
型
衛
星
「
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ａ

Ｔ
」
の
完
成
を
受
け
、
「
衛

星
を
打
ち
上
げ
る
だ
け
が
、

わ
れ
わ
れ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
な
い
。
先
輩
が
後
輩
を
指

導
し
た
り
、
学
生
を
育
て
た

り
す
る
上
で
、
教
育
的
な
効

果
が
大
き
い
」
と
実
感
す
る

の
は
、
大
阪
府
立
大
学
学
長

の
奥
野
武
俊
さ
ん
。

　
▽

約
３
年
か
け
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
「
授
業
で
も
サ

ー
ク
ル
で
も
な
い
が
、

小

型
宇
宙
機
シ
ス
テ
ム
研
究
セ

ン
タ
ー

を
発
足
さ
せ
て
挑

ん
だ
こ
と
は
ユ
ニ

ー
ク
で
意
義
深

い
」
と
話
す
。

　
▽

衛
星
は
蓄

電
装
置
開
発
な
ど

に
生
か
す
。
卒
業
生
を
含
め

約

人
の
学
生
が
携
わ
っ
た

こ
と
で
、
現
役
学
生
に
は

「
み
ん
な
の
支
援
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
と
意
識
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

記
者
会
見
す
る

山
中
教
授

　
同
大
学
で
は
食
道
が
ん
の

切
除
手
術
後
に
患
者
由
来
の

口
腔
細
胞
か
ら
作
っ
た
細
胞

こ
う
く
う

シ
ー
ト
を
切
除
部
位
に
貼

り
、
術
後
の
経
過
を
良
好
に

す
る
治
療
法
を
開
発
し
て
い

る
。
同
治
療
法
は
内
視
鏡
で

実
施
す
る
が
、
薄
く
小
さ
な

細
胞
シ
ー
ト
を
狭
い
食
道
内

に
移
植
す
る
技
術
は
難
易
度

が
高
い
。

　
開
発
し
た
器
具
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
骨
格
の
表
面
に
ラ
テ

ッ
ク
ス
ゴ
ム
を
か
ぶ
せ
、
内

視
鏡
で
外
部
か
ら
空
気
を
送

り
込
ん
で
バ
ル
ー
ン
を
膨
ら

ま
せ
る
仕
組
み
。
細
胞
シ
ー

ト
を
広
げ
た
状
態
の
ま
ま
、

食
道
内
壁
に
押
し
つ
け
る
よ

う
に
移
植
で
き
る
。

　
従
来
は
内
視
鏡
の
先
端
に

ピ
ン
セ
ッ
ト
の
よ
う
な
器
具

を
付
け
て
細
胞
シ
ー
ト
を
移

植
し
て
い
た
。
食
道
内
壁
に

シ
ー
ト
を
密
着
さ
せ
る
の
が

難
し
く
、
移
植
後
に
剥
が
れ

落
ち
る
な
ど
の
課
題
が
あ
っ

た
が
、
今
回
は
こ
れ
を
克
服

で
き
る
。
今
後
は
さ
ら
に
最

適
な
使
用
方
法
の
検
討
な
ど

を
進
め
て
い
く
。

　
食
道
が
ん
手
術
に
細
胞
シ

ー
ト
を
活
用
す
る
同
治
療
法

は
、
臨
床
研
究
と
し
て
現
在

ま
で
に
国
内
で

例
が
実
施

さ
れ
、
有
効
性
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
移
植
作
業
を
効
率

化
す
る
今
回
の
技
術
は
、
同

治
療
法
の
拡
大
に
結
び
つ
く

と
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
バ
ル
ー

ン
部
分
の
骨
格
と

な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
部
品
は
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
で
作
製
し
た
。
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
作
製
し
た

部
品
を
そ
の
ま
ま
手
術
に
活

用
し
た
事
例
と
し
て
も
珍
し

い
と
い
う
。

　
京
都
大
学

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

研
究
所

Ｃ

ｉ
Ｒ
Ａ

所

長
の
山
中
伸

弥
教
授
は

日
、
大
阪
府

吹
田
市
内
で

開
い
た
記
者

会
見
で
、
ク

ロ
ー
ン
羊
を

作
っ
た
英
エ

デ
ィ
ン
バ
ラ

大
学
の
イ
ア
ン
・
ウ
ィ
ル
ム

ッ
ト
名
誉
教
授
が
提
唱
す
る

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

万
能
細
胞

を
国
際
的
に

一
括
ス
ト
ッ

ク

す
る
バ
ン
ク
構
想
に
つ

い
て
「
そ
う
し
た
国
際
横
断

的
な
取
り
組
み
は
重
要
だ
」

と
話
し
た
。
京
大
も
す
で
に

「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
ス
ト
ッ
ク
」

計
画
を
打
ち
出
し
、
２
０
１

３
年
末
に
備
蓄
用
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
の
作
製
に
着
手
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
国
際
バ
ン

ク
計
画
は
、
ウ
ィ
ル
ム
ッ
ト

名
誉
教
授
が

年
秋
ご
ろ
に

打
ち
出
し
た
。
現
時
点
で
具

体
的
な
内
容
は
決
ま
っ
て
い

な
い
が
、
複
数
の
研
究
者
が

集
ま
っ
て
規
定
や
国
際
的
な

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

Ｄ
Ｂ

の

共
有
化
な
ど
の
方
向
性
を
話

し
合
っ
て
い
る
段
階
と
い

う
。

　
吹
田
市
内
で

日
か
ら
開

催
さ
れ
て
い
る
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
合
わ
せ
て
来
日
し

た
ウ
ィ
ル
ム
ッ
ト
名
誉
教
授

は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
再
生
医
療

へ
の
活
用
に
つ
い
て
、
「
ま

ず
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
い

く
つ
か
作
り
、
技
術
面
の
議

論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
」

と
指
摘
。
そ
う
し
た
組
織
を

年
中
に
立
ち
上
げ
る
考
え

を
示
し
た
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

は
慶
応
義
塾
大
学
の
岡
野
栄

之
教
授
や
米
国
立
衛
生
研
究

所

Ｎ
Ｉ
Ｈ

の
マ
ヘ
ン
ド

ラ
・
ラ
オ
再
生
医
学
セ
ン
タ

ー
長
ら
も
講

演
。
約
６
０
０

人
の
関
係
者
が

参
加
す
る
。

食
道
が
ん
へ
の
細

胞
シ
ー
ト
移
植
器

具
。
バ
ル
ー
ン
を

膨
ら
ま
せ
た
状
態

　
東
京
工
業
大
学
大
学
院
理

工
学
研
究
科
博
士
課
程
の
野

村
龍
一
院
生
、
同
大
地
球
生

命
研
究
所
の
廣
瀬
敬
教
授
ら

は
、
高
輝
度
光
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
、
京
都
大
学
、
海
洋

研
究
開
発
機
構
と
共
同
で
、

地
球
コ
ア
に
大
量
の
水
素
が

存
在
す
る
こ
と
を
突
き
止
め

た
。
こ
の
水
素
量
を
水
に
換

算
す
る
と
、
地
球
全
体
の
重

さ
の
１
・
６
％
、
海
水
の

倍
と
推
定
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
惑
星
形
成
時
に
地
球
は

海
水
の
約

倍
に
相
当
す
る

大
量
の
水
が
取
り
込
ま
れ
た

こ
と
を
実
証
し
た
。

　
地
球
は
深
さ
２
９
０
０

を
境
に
、
岩
石
で
形
成
さ

れ
る
マ
ン
ト
ル
と
、
鉄
合
金

で
構
成
さ
れ
る

液
体

コ

ア
に
分
け
ら
れ
る
。

　
研
究
チ
ー
ム
は
、
マ
ン
ト

ル
物
質
を
地
球
深
部
に
相
当

す
る
状
態
を
地
上
で
作
り
出

す
こ
と
で
調
べ
た
。
実
験
で

は
超
高
圧
・
超
高
温
発
生
技

術
と
大
型
放
射
光
施
設
「
ス

プ
リ
ン
グ
８
」
の
高
輝
度
Ｘ

線
を
利
用
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
断
層
撮
影
装
置

Ｃ

Ｔ

撮
影
技
術
を
採
用
。
融

解
時
に
み
ら
れ
る
試
料
内
部

の
温
度
や
構
造
な
ど
の
観
察

に
成
功
し
た
。
こ
の
結
果
、

地
球
形
成
時
に
化
学
反
応
を

起
こ
し
、
コ
ア
に
大
量
の
水

が
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　
今
回
の
成
果
に
よ
り
、
今

後
、
地
球
以
外
の
天
体
の
金

属
コ
ア
の
組
成
や
、
地
球
の

水
の
起
源
、
太
陽
系
外
惑
星

の
海
水
量
推
定
な
ど
の
研
究

が
一
層
進
む
と
期
待
さ
れ

る
。

　
成
果
は

日
の
米
科
学
誌

サ
イ
エ
ン
ス
電
子
版
に
掲
載

さ
れ
る
。


